
第五章：資金管理

リスクリワードについて

リスクリワード比（Risk-Reward Ratio）は、トレードにおける損失と利益のバランスを
示す指標です。これは、トレードで取る損失とそれに見合うだけの利益を比較して表さ

れます。リスクリワード比を考慮することは、トレーダーが取引を行う際に慎重に検討

すべき重要な要素の一つです。

リスクリワード比は次のように計算されます：

具体的な例を挙げて説明しましょう。仮に、あるトレードで許容できる損失の額を100
ドルとし、取りたい利益の額を300ドルとします。この場合、リスクリワード比は次のよ
うに計算されます：

​
したがって、このトレードのリスクリワード比は3です。これは、1ドルのリスクを取る代
わりに3ドルの利益を得ることを意味します。

リスクリワード比が高いほど、トレードの期待値が高まります。つまり、トレードが成功

すれば大きな利益を得る可能性がありますが、トレードが失敗した場合でも損失が比

較的小さいため、長期的に利益を最大化するのに役立ちます。

一般的な考え方としては、リスクリワード比が1以上であればトレードを行う価値があ
ります。つまり、取りたい利益の額が許容できる損失の額以上であることが望ましいと

されます。ただし、リスクリワード比だけでなく、トレードの勝率やトレードの確度など

他の要因も考慮する必要があります。



FX取引の損益計算の考え方

FX取引の損益計算は、トレードの成果を把握するために非常に重要です。以下に、
FX取引の損益計算のやり方を初心者向けに具体的に説明します：

取引の種類を選択する: 最初に、どのような取引を行ったかを確認します。一般的な
取引方法には、買い（ロング）と売り（ショート）があります。

エントリーポイントを特定する: 取引を行った時点での為替レート（エントリーポイント）
を確認します。これは、トレードを行った際の通貨ペアの価格です。

出口ポイントを特定する: トレードを終了した時点での為替レート（出口ポイント）を確
認します。これは、トレードを終了した際の通貨ペアの価格です。

利益と損失の計算:

● 買いの場合（ロングポジション）：出口ポイントからエントリーポイントを引いた

値が利益です。エントリーポイントよりも出口ポイントの方が高ければ利益が

生じます。逆に、出口ポイントよりもエントリーポイントの方が高ければ損失が

生じます。



● 売りの場合（ショートポジション）：エントリーポイントから出口ポイントを引いた

値が利益です。エントリーポイントよりも出口ポイントの方が低ければ利益が

生じます。逆に、出口ポイントよりもエントリーポイントの方が低ければ損失が

生じます。

● 損益を通貨単位で表示する: 損益は通常、トレードした通貨ペアのベース通貨
（左側の通貨）で表示されます。たとえば、USD/JPYでトレードした場合、損益
は米ドルで表示されます。

利益と損失を計算する: 損益を通貨単位で表示した後、実際の利益や損失に変換し
ます。これには、トレードした通貨ペアの現在の為替レートを使用します。

損益計算は、トレードの効果を正しく評価するために重要です。利益や損失の計算を

行うことで、トレード戦略の改善やリスク管理の向上に役立ちます。




